
　　食に関する問題は、家庭が中心となって担うものです。子どもたちに健全な食生活を実践する力を身に付け、習慣化させるためには、学校における取組みだけではなく、家庭においてコミュニケーションを大切にしながら、基本的な食事のマナーや望ましい食習慣の確立に向けた適切な取組みがなされる必要があります。

しかし、食生活の多様化が進む中で、家庭において十分な知識に基づく指導を行うことが難しくなってきているため、学校は、家庭や地域との連携を図りながら食に関する指導を行うともに、家庭や地域においても、食育に対する理解が進み取組みが行われるよう、学校から情報提供や啓発活動を行っていくことが重要です。
学校給食は、栄養バランスのとれたモデル食として重要な教材であるとともに、地元産の食材の活用や郷土料理の献立等をとおして、地域の食文化を継承していく学習の場ともなり、家庭や地域と連携する食育の橋渡しの役割も持ちます。
児童の食については、大部分は家庭が担っているという実態を踏まえると、学校で学習したことを家庭へ伝達し、家庭で実践することは、児童にとってよい復習の場となります。保護者も児童の学習を共有しながら、食について食卓などで積極的に話題にするなど支援していくようにします。正しい食習慣の実践に共に取り組むことができるよう、児童が学校で学習したことを振り返り、実践できるような具体的な手立てを講ずることが効果的です。また、学校は、食育だよりや給食だより等を有機的に活用するなどの工夫をして、家庭、地域への啓発をこころがけます。
　　日常生活の中に学校での食育が連動していくように、PTA組織、地域の関係機関や生産者、商店、企業等との連携が欠かせません。このため、これら関係者とのネットワークを構築しておくことや、連携体制を整備しておくことが望まれます。（p.18　図１参照）
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◎家庭→学校


　　・生産体験をはじめとする学習への協力


　　・学校保健委員会、学校給食委員会等への参加


　　・PTA主催給食試食会、ファミリー料理教室等の開催








５．学校･家庭･地域が連携した食育の推進





家庭や地域社会との連携の進め方





◎学校→家庭（学校から家庭へ）


　　・食育だより、給食だより、保健だより


　　・給食試食会、ファミリー料理教室


　　・「食に関する指導」についての情報提供





◎学校→地域


　　・食に関する講演会の開催


　　・地域主催の「健康フェスタ」等の行事への参加


　　・地域の方々を招く「交流給食」


　　・地域の人材の活用








◎地域→学校


　　・食に関する講演会への参加


　　・保健所や保健センターを中心とした食のネットワークづくり


　　・生産体験学習の場の提供


　　・地域の人材派遣








学校・家庭・地域との連携を図る活動例





(1)　学校は、積極的な情報の収集と発信により、学校、家庭、地域社会の間で児童の食


生活の状況や基本的な生活習慣の課題等について共通理解を図る。


(2)　学校における食育の目標や食に関する指導の内容、方法、学校給食の意義、役割等


について家庭や地域社会の理解を図る。


(3)　学校から家庭に対する啓発活動、食育に関する情報提供等を積極的に行うことによ


り家庭での食育を促す。


学校での食に関する指導において、地域の教育・医療関係者、生産者や関係機関・


団体等の協力を得ることや地域での食育の取組みとの連携を図る。














学校・家庭・地域との連携を図る活動例





保健センターの


親子料理教室etc.





学校給食はヘルシーメニューのモデル





地産地消の学校給食





生産者と消費者の


交流促進





安全・安心・栄養バランス





地域における


　食育推進





家庭にむけての食育推進


（食育だより、給食だよりetc.）





学校における食育推進


（体系だった食育プログラム）





図１　学校・家庭・地域を結ぶ食育ネットワーク





地域の保健所、


保健センター





地域の商店、


企業、生産者








園・学校


（子ども）





家庭


（子ども）


（保護者）





食べ物の栽培・飼育・流通








